外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成26年11月27日（木）　　　　　司会：小林　葉子　記録：松橋　英利

	小笠原
	東
	矢幅
	金田
	菅原
	小林
	戸賀沢
	服部
	櫻田
	慶長
	三浦

(綾)

	業務
	業務
	公休
	業務
	業務
	○
	○
	業務
	年休
	出張
	○

	松橋
	川井
	佐々木
	油津
	會津
	小屋敷
	
	
	
	
	

	○
	業務
	業務
	○
	業務
	○
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞
・本日、年末調整の必要書類提出締め切りです。

・12/4（木）避難訓練実施予定。

＜利用者情報＞

・鈴木　惇浩様～本日体験利用を実施。他利用者から話し掛けられると丁寧に対応している。運動療法やプログラムにも積極的に参加し､質問すると的確に答えている。周囲の音が気になるとのことで､休憩時間は耳栓をして過ごすことや､慣れない環境の為に疲労を感じて休んでいることが多い。比較的利用者が少なく､就労支援プログラムを実施している､木曜日の利用について提案。主治医へ相談後､利用について連絡をいただくこととしている。

・高橋　洋子様～昨日外来診察時､｢利用日を火･木曜日にしたい｣との相談があったとの

情報があり､本人と面談。｢家でも寝てばかりだよ｣と訴えている為､長女の話とは違う（起きてすぐ外に出かける等）ことを振り返ると､笑っている。今週･来週､火･木曜日の利用を継続することが出来るのであれば､火･木曜日の利用に変更することとして､もし来所出来ないのであれば､元の利用日数に変更することを説明し､本人も了解している。

・高柳　和子様～本人より､欠席の連絡がある。｢やる気が出ないんですよ｣等と話している。

デイケアに長時間在席することが困難であれば､｢青明舎｣を利用してみ

ることを勧め､本人も了解。同施設へ情報提供している。

・東海林　康之様～昨日､シルバー人材センター説明会に参加しており､面談を実施。内容に関する理解も良好。｢来年度から利用したい｣｢2月から申込開始するとのことだったので､申込したい｣と話しており､主治医へも報告していただきたいこと､開始後もデイケアにて状況を確認し､利用日数や作業内容等に関する相談対応を実施していくことを伝えると､了解。また､就労継続支援B型の見学をした上で､利用するサービスを決めていきたいとのことで､同施設の見学を検討していくこととしている。

・袴田　淑子　様～昨日、昼食後に朝から一度も排尿していないとのことで、トイレに行き、大量に排尿している。午後に36.9℃に解熱しているが、午後のプログラムにも参加せず、静養室で休んでいる。1時間に1回程度、トイレに行っているが、16：30に起きると尿失禁しており、青風荘にて着替えている。帰荘後は19：15、36.7℃。20：30、37.8℃で経過しており、体調については、吐き気、感冒症状共にないとの事。排便に関しては15：00と18：00、硬便が2回ほどあり腹部に関して不調は無いとの事。今朝、6：30、36.9℃。8：00、36.5℃で解熱。朝食は主食全量、副食は1/2摂取。吐き気が少しあるとの事だが、感冒症状は無いとの事。本日来所時は37.1℃、11：20　36.2℃で経過し、不調の訴えはないとの事。体調、排尿排便、衣類調整について観察を行っていく。

・大久保　康弘様～本人が俳句のテレビを見たいとの事でケーブルテレビの契約工事が来ていると、グループホーム世話人より情報提供あり。ケーブルテレビではそのような番組はなく、工事料金も高額であることから、工事は保留。俳句の番組を見たいのであれば、DVDを借りるなど方法があることを伝え、明日本人へ再度確認するとの事。

タクシーの利用については、精神障害者保健福祉手帳を持っていれば1割引きになることを伝えている。詳細についてはグループホーム管理人と検討をしていくこととなっている。

・鹿原　博夫　様～一昨日から腰痛の訴えあり。状況を確認すると、少しずつ良くなってきているとの事だが、まだ痛みはあると話している。仕事は問題なく出来ており、立ち上がることや座る動作が辛いと話している。ナイトケアでは痛みを過度に訴えることなく、落ち着いて休みながら過ごしている。

＜外来情報＞

・平　　康子　様～体臭あり、入浴するよう声掛けをしているとの事。

・鹿原　博夫　様～布団をあげる際に腰をひねり、腰痛ありとの事で冷湿布処方。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　坂本　健治　様　）

実施日：H26年11月27日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：三浦・戸賀沢・川井

参加者：三浦、小林、松橋、戸賀沢、油津、吉田、小屋敷

検討内容　

	氏名
	坂本　健治　様
	性別
	男
	年齢
	35
	生年月日
	S54.4.22

	主病名
	統合失調症(F20)
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	病状の安定化を図り､自宅で生活出来るようになる。

	本人希望
	生活訓練施設｢青山荘｣を退所し､実家で生活出来るようになる。

就労のステップアップを踏んで､就労をしていきたい。

	家族希望
	安定した病状を維持し､落ち着いて生活することができる。

	入院歴
	計　2　回（最終：H24.6.5～H25.3.11）

	通所歴
	1回目

· 今回：H26.10.27～現在（週2回/月･木曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：生活訓練施設｢青山荘｣入所中

H27年2月末に退所し､三戸町にある実家で両親と生活する予定。
	家族構成







	利用制度
	＊障害基礎年金1級　受給中

＊精神障害者保健福祉手帳1級　受給中

＊自立支援医療費制度　受給中(上限額:5000円)

＊重度心身障害者医療費助成制度　受給中(0割･現物給付)


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①安定した病状を維持することができる。
	①幻聴等の症状が顕著になった場合､主治医･職員へ相談して､解決方法を考えることが出来る。
	①幻聴等の症状を自覚し､職員へ相談することが出来る。
	①幻聴等の症状が生じた際､職員へ相談し､環境調整･休養･主治医への相談等の解決方法を職員とともに考える。

	②実家で家族と生活できるようになる。
	②実家に戻った後の自分の役割について､職員･家族とともに検討をすることが出来る。
	②生活訓練施設｢青山荘｣での食事･掃除当番の役割をこなすことが出来る。
	②H27年2月に｢青山荘｣を退所し､実家にて生活を開始する予定である為､実家での役割について職員とともに検討する。また､｢青山荘｣での食事･掃除当番の役割を確実に担い､困難な場合はその理由を明確にして解決方法を検討する。

	③自分自身の能力･状態を把握し､自分に合った就労のステップアップを踏んでいく。
	③自分自身の能力･状態に合ったステップアップについて､職員との面談を通じて考えることが出来る。
	③就労訓練等に関する社会資源や､ステップアップについて､就労支援プログラム等を通じて理解することが出来る。
	③就労支援プログラムに参加し､社会資源やステップアップについて学ぶ。随時面談を行い､現状に見合ったステップアップが出来るよう支援し､関係機関と情報共有を図っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①幻聴等の症状を自覚し､職員へ相談することが出来る。
	達成度50％。H26年10月より利用開始になったばかりで､｢まだ緊張しているかも｣｢デイケアにいると､時々幻聴が聞こえる｣等と話している。職員より声をかけることで話すことは出来るが､自ら話すことは少ない。青陽館でにぎわう時間帯になると挑発するような幻聴が聞こえるとの事。しかし､青陽館では一人になれる場所がないとの事で、不安を感じている様子。11月中旬には主治医へ相談
	幻聴を自覚することは出来ており､病感はある。しかし､それを職員へ自ら相談することが少ない為､計画を継続とする。

	
	し､薬剤調整を実施。頓服薬服用する際は､職員へ相談することが出来ているが､幻聴の内容については、自ら話すことは少ない。
	

	②生活訓練施設｢青山荘｣での食事･掃除当番の役割をこなすことが出来る。
	達成度60％。｢青山荘｣では食事当番･掃除当番を実施しており､潔癖症ゆえに｢汚いのを処理するのが嫌なんですよ｣等と話すものの､きちんと役割をこなすことは出来ている。現在青山荘でできている役割を継続して自宅でも行える事が理想。しかし､実家へ戻った後の役割については未検討。
	｢青山荘｣では食事当番･掃除当番を担えているが､実家に戻った後の役割については検討中。｢青山荘｣職員や家族とも連携を図りつつ､役割について検討を行っていく。計画を継続とする。

	③就労訓練等に関する社会資源や､ステップアップについて､就労支援プログラム等を通じて理解することが出来る。
	達成度50％。就労に対する意欲は強いものの､｢司法試験を来年に受けて､弁護士になる｣等と大きすぎる目標を掲げており､ステップアップの重要性について就労支援プログラムで助言･支援を行っている段階である。説明を受けると､理解することは出来ており､現在は就労について､｢青山荘｣退所後､デイケアに慣れてきたら徐々に就労継続支援B型を利用し､ステップアップを踏んでいきたいと話している。
	就労に対して目標を持つことが出来ているものの､現実的に実現が困難な目標を掲げている傾向がある。おそらく､就労経験が少ないがゆえに､どんな就労があるか分からずにいることも原因として考えられる。就労支援プログラムや個別面談を通して､就労に対する理解を深め､本人に合った就労のステップアップ、選択肢の拡大を図っていけるよう､計画を継続とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①症状が生じたら対処できる。
	①幻聴等の症状が顕著になった場合､主治医･職員へ相談して､解決方法を考えることが出来る。
	①幻聴等の症状を自覚し､職員へ相談することが出来る。
	①幻聴等の症状が生じた際､職員へ相談し､環境調整･休養･主治医への相談等の解決方法を職員とともに考える。

	②実家で家族と生活できるようになる。
	②実家に戻った後の自分の役割について､職員･家族とともに検討をすることが出来る。
	②生活訓練施設｢青山荘｣での食事･掃除当番の役割をこなすことが出来る。
	②H27年2月に｢青山荘｣を退所し､実家にて生活を開始する予定である為､実家での役割について職員とともに検討する。また､｢青山荘｣での食事･掃除当番の役割を確実に担い､困難な場合はその理由を明確にして解決方法を検討する。

	③自分自身の能力･状態を把握し､自分に合った就労のステップアップを踏んでいく。
	③自分自身の能力･状態に合ったステップアップについて､職員との面談を通じて考えることが出来る。
	③就労訓練等に関する社会資源や､ステップアップについて､就労支援プログラム等を通じて理解することが出来る。
	③就労支援プログラムに参加し､社会資源やステップアップについて学ぶ。随時面談を行い､現状に見合ったステップアップが出来るよう支援し､関係機関と情報共有を図っていく。


